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の 方 へ移 行 す る.tanδ はCurie貼 の左 側 で は一 般 に相 當 大 き く,500～1000×10→ の値 を示 す

が,Curie鮎 附 近 で極1・値 を取 りそれ よ り高 温 で は温 度 と共 に徐 々に増 加 す るが その値 は 一・般

に小 さ く10～IOO×10-4の 程 受 で あ る.誘 電 率 にyjす る周 波 数 の影 響 はCurie黙 の 左 側 に於

て は相 當 著 し く周 波数 の 鐙 加 と共 に誘 電 率 は減 少 す るが,Curie黙 の右 側 に於 て は著 しい影 響

は 見 られ な い.叉tanδ に」 す る周 波 数 の影 響 もCurie貼 の左 側 に於 て著 し く周 波 数 の増 加

と共 に著 し く減 少 す るがCurie職 の右 側 で は上ヒ較 的影 響 が 少 い.第2圖 はBaTio3-CaTio3

系(BC系)磁 器 の 誘 電 率 の 温 度特 性 を示 した もので あ る.こ の 場 合 組 成 に よつ て誘 電 率 極 大

の 温 度 は 殆 ど攣 化 せ すCaTio3の 増 加 と共 に山 の形 が 次 第 に雫 坦 とな り, BC 3位 で 山が 殆 ど

無 くな つ て 直 線 に近 づ く.BCOの 常 温 に於 け る誘 電 率 は約160で あ る.こ の結 果 か ら見 る とBC

系 に於 て はBaTio3とCaTio3を 混 合 焼 威 す る こ とに依 つ て薪 しい結 晶 は生 威 せ す,唯2腫

の 結 晶 が混 合 歌 態 に あ る もの と考 え られ る.

 以 上 の究 験 結 果 を綜 合 す る とBS系 に於 て はCurle黙 の 左 側 で はtanδ が大 き く且 つ 誘 電 率

の 周 波激 特 性 も著 しい が,右 側 で はtanδ 小 さ く誘 電率 及 びtanδ の 周 波 敬特 性 も小 で あ る.

叉SrTio3の 量 に依 つ てCurie鮎 を任 意 に移 動 させ る こ とが 可 能 で あ る.そ れ故 蓄 電 器 材 料

と して この 種 の磁 器 を使 用 す る際 には 適 當 な温 度 にCurie黙 を持 つ 材 料 を選 探 してCurie黒

の右f則の特 性 を 利用 す る こ とが 望 ま しい.叉BC系 に於 て はCaTiO,}の 含 有 量 の増 加 に依b

誘 電率 の大 き さ は減 少 す るが,温 度持 性 を あ る程 度 平坦 にす る こ とが 可能 で あ るか ら,BS系.

BC系 爾 者 の特 性 を巧 み に 利 用 す る こ とに依 り優 秀 な特 性 を有 す る蓄 電 器 材 料 を得 るこ とが 可

能 で あ る.
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 2種 の相異 る牛導彊 を接隅せしめた場合,そ の接燭部分に顯著な整流作用が現われる場合が

ある.筆 者等は酸化チタニウム磁器を還元 して得られる牛導盟に他の種の牛導艦を接鰯せしめ

た場合に生する整流作用につき實験的研究を行つたが,そ の内比較的整流特性の良好な場合の

實験結果を廠告す る.                     1
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酸化チタン牛導禮は酸化チタン磁器の薄い圓板 を水素中約1000℃ で還元 して作つた.之 に接

鰯 させた牛導罷はPbO2, PbO, PbS, CuS等 である.爾 者の有効接鰯面積をなるべ く大 なら
                                    ヤ

しめる爲に接腸面を研磨 し約1kgの 璽力で璽着した.酸 化チタン牛導艦の接鯛面と仮 封の面

は接鰯抵抗を減 じる爲に金罵の吹付を行つた.                  ・

 先づ直流電堅を加 えて灘特性を取つた.一 般にこの種の整流作川には比較的大 きい履歴現象

を俘 うものであつて「こ巫の上昇痔 と下降時 とでは電流値の異 るのが普通であ る,而 し忙正方向

(低抵抗 側)では電堅降下時の電流が電堅上昇時の竃流 よりも大であ り,逆 方向(高抵抗側)で は

その逆で小さくなる.そ れ故嚴密な意味の物性曲線は程 られない課であるが,便 宜上電堅降下

時の電流値を取つて圃に示 した ものが第1闘 である.こ の固から明かな様に正方lil]電堅を加 え

て電流の流れ始める電堅が相當}ジ叙.こ の鮎では從來川い られてい る金婦整流器に比 して劣つ

ている.然 しなが ら,数 ヴオル ドの電璽至に於ける正逆の電流比は相當 に大であつて,例 えば,

PbO2-Tio2の 組合せに於ては10000或 はそれ以上に及ふ場合 もある.

 次 に交流電堅を加 えた場合の電巫電流の關係を見る爾に,先 づブラウン管に特性曲線を書か

しめたが,こ の場合60サ ・fクル以上ではブラウン管の像の上では履歴現象は殆ど認められなか

つた.然 し正方向の電流の流れ始める電蟹が高い爲に整流波形は和常歪んだ ものになる.第2

圖は試料に交流電墜を加 えアこ場奇,正 方向及び逆方向に流れる電流を分離 して別々に測定 した

結果である.第1圃 の曲線からも想像される如 く正方向特 性の著 しい非直線性の爲 に整流能率

は低電墜に封 しては著 しく低下するが,比 較的高い電蟹に封 しては充分整流器 として働作せし

めることが川來る。術働1乍鮎を適當に選ぶことにより楡波器 として利用する事 も可能である.

 以上の結果からこの種の整流作Jljを直ちに工業的に利用することは望み得 ないか も知れない

が,異 種の`ド導艦の接燭じ於けるこの程度顯著な整流現象は從來殆 ど研究されていない聞題で

あつて,整 ～充機樽の解明 と牛導罷その ものの理論的究明に寄與すべ き興味 ある畿多の要素を含

んでいるもの と思われる.               '
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